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アルゼンチンの日系花き農家らが来日 
～南米原産の鑑賞花「ブルースター」を中心に、 

日本の花き栽培技術を学ぶ～ 
 

1971年の日系人向け研修事業1開始から 55年を迎える節目の今年、アルゼンチンから日系花き農家

3名、大学教授1名が来日し、高知県をはじめとする国内の花き生産現場において、日本の花き市場や育

種・栽培技術に関する研修を実施します。研修員らは、高知県農業技術センター、株式会社土佐花き園芸市

場などを訪れる予定です。 

 

特に、高知県芸西村は、南米原産の花き「オキシペタラム（ブルースター）」の日本国内生産量、出荷量共

に全国第１位を占める一大産地です。 

今回の研修では、アルゼンチンの花き農家らがこうした育種や栽培現場の視察を通して、日本の高度な

花き生産技術や栽培管理の実践的知識を学ぶ機会となります。 

 

本研修は、株式会社フラワーオークションジャパン（https://www.faj.co.jp/）（東京都大田区）が実施

します。同社は、開発途上国の課題解決に貢献する日本企業等のビジネス計画策定を支援する JICA「中

小企業・SDGs ビジネス支援事業」制度に採択され、遺伝資源の活用と育種の計画性を高めることで、ア

ルゼンチンの花き産業の競争力と生産性を向上させることを目指しています。 

 

アルゼンチンにおける花卉栽培は、長年にわたり日系移民によって支えられてきました。中でも日本移

住事業団が開設した第一・第二ラプラタ移住地では 1920 年代に花き栽培が始まり、アルゼンチンではそ

れまで高価だった生花が一般市民の生活にも広がっていったとされています。それから約100年が経過

した現在においても、同地域の花卉産業は首都ブエノスアイレスおよび州全体に大きな影響を与え続けて

います。 

 

この地域における日系移住者の出身地の一つとして高知県もあり、同地域との深い結びつきがありま

す。今回本研修に参加する花き農家 3 名は、ラプラタ移住地から来日します。研修員はいずれも、両親の

うちのいずれか一方が高知県出身であり、高知県にルーツを持つ日系 3 世の方々です。家庭内では土佐

弁が日常的に使われており、幼少期には土佐弁が「日本語そのもの」と思っていたそうです。  

 

研修員の中にはコロナ禍により一度来日を諦めた者もおり、2027年に横浜市で開催予定の「国際園芸

博覧会（GREEN×EXPO 2027）」への参加にも強い意欲を示しています。研修員はこうした日本とのつ

ながりを生かしながら、自身の花卉生産のさらなる発展を目指しています。本研修を通じて、アルゼンチ

ンの花卉栽培が次世代へと受け継がれ、より一層の発展を遂げることが期待されています。 

 

本研修は、4 月 13 日（月）〜25 日（土）にかけて実施され、4 月 15 日（水）～17 日（金）の 3 日間は高

 
1 JICA は 1971 年度に開始した移住者子弟技術研修事業をはじめ、日本語教師育成事業、医師本邦研修事業など、移住者および日系人の

定着と安定を支援する人材育成事業を長年にわたり実施してきました。これらの取組は制度改編を経て、2004 年度以降は日系研修員受入

事業として、日本の地方自治体、大学、公益法人、NGO等と連携した国民参加型事業として展開されています。 

 

https://www.faj.co.jp/
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知県での研修が予定されています。 

花を通じて育まれる国際交流の現場を、ぜひ取材・報道いただけますようお願いいたします。なお、取

材をご希望の方は、お手数ですが、下記の問い合わせ先まで事前にご連絡ください。 

 

１． 来日研修概要  

アルゼンチン共和国の園芸産業振興と生物多様性の持続的な有効活用のために、花き（主にオキシペタ

ラム）の栽培方法や花き市場、研究機関の役割に関する日本での知見を研修員（4名）に提供する。 

 

２． 研修日程案（取材可能な日） 

 ※日西通訳者がいるため、研修生や企業担当者へ日本語でのインタビューも可能。 

 

日時  場所 内容 

4月15日（水） 9：20～10：00 JA高知県 芸西集出荷場 

（高知県芸西村） 

花きの集出荷について 

１0：00～12：00 トルコギキョウ農家 トルコギキョウ農家視察体験実習 

13：00～15：00 芸西ブルースター開発部会 

（高知県芸西村） 
オキシペタラム農家（2～3軒） 

視察体験実習 

１６：00～17：00 ダリア農家 ダリア農家視察体験実習 

4月16日（木） １0：00～11：00 JA高知市 三里園芸出荷場 

（高知県高知市） 

グロリオサ視察 

１1：30～12：30 西内農園 草花・花木類の生産視察 

14：00～17：00 高知県農業技術センター  

（高知県南国市） 

病害虫防除、育種、 

花き栽培の研究 

4月17日（金） 7：00～8：00 株式会社土佐花き園芸市場 

（高知県高知市） 

土佐花き園芸市場視察 

4月18日（土） 14：00～16：00 セントラルローズ 

（岐阜県本巣市） 

鉢物生産者について見学 

（ミニバラ） 

4月19日（日） 10：00～11：00 ニューライフ 

（愛知県田原市） 

切り花生産者について見学 

（宿根カスミソウ） 

１3：00～14：00 詳細場所未定 

（愛知県渥美町） 

切り花生産者について見学 

（ガーベラ） 

15：00～16：00 詳細場所未定 

（愛知県渥美町） 

切り花生産者について見学 

（キク） 

4月20日（月） １1：00～12：00 JA全農長野 みなみ信州 

（長野県飯田市） 

切り花生産者について見学 

（宿根カスミソウ） 

１4：00～15：00 スカイブルー・セト 

（長野県箕輪町） 

切り花生産者について見学 

(リンドウ) 

4月21日（火） 9：00～12：00 フラワースピリット 

（長野県松本市） 

切り花生産者について見学 

(ラナンキュラス、スターチス、 

カラーなど) 

4月22日（水） １1：00～12：00 ナカソネ リシアンサス 

（長野県千曲市） 

切り花生産者について見学 

(トルコギキョウ) 

15：00～17：00 （群馬県六合村） 六合村の切り花生産 
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4月23日（木） 9：30～10：30 株式会社 登坂園芸 

（群馬県中之条町） 

鉢物生産者について見学 

（アジサイ） 

13：00～14：00 フラワーガーデン泉 

（群馬県前橋市） 

多様な花の見学 

4月24日（金） 8：00～11：00 株式会社FAJ 

（東京都大田区） 

大田市場視察 

 

３．案件概要  

・採択企業： 株式会社フラワーオークションジャパン（東京都大田区）、1988 年設立 

・企業 HP： フラワーオークションジャパン (https://www.faj.co.jp) 

・案件名： アルゼンチン国現地遺伝資源を活用した園芸品種開発・産地育成・グローバル展開普及・実証・ビ

ジネス化事業（中小企業支援型） 

・契約期間： 2024年6月12日～2027年6月30日 

・事業内容： マーケットニーズに応じた園芸品種開発ノウハウおよび生産・流通ノウハウに関する普及・実

証・ビジネス化事業。本事業後にアルゼンチン国の遺伝資源を活用した園芸品種の開発や産

地育成グローバル展開を図り、ひいてはアルゼンチンの園芸産業振興と生物多様性の持続

的な有効活用への貢献を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本件に関するお問合せ先】 

 JICA 民間連携事業部 企業連携第二課（坂野） 

Tel: 080-7139-2070 / E-mail: Sakano.Haruko@jica.go.jp 

  

JICA 四国センター・業務課（本村） 

Tel: 087-821-8824 / E-mail: jicaskic@jica.go.jp 

https://jica365-my.sharepoint.com/personal/sakano_haruko_jica_go_jp/Documents/Fc191-049%20株式会社フラワーオークションジャパン（アルゼンチン）/フラワーオークションジャパン

